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１．概要 

 

コース開講３年目 

久我山～浜田山コースは、令和５年度に開講し、今回

で３年目の開催となりました。１年目から引き続き関わって

いる学習支援者・学びあいの伴走人（学習支援補助者）

に加えて、令和６年度のサポーターや卒塾生の方々にグ 

ループ活動等を支えていただきました。 

また、受講生は、初めて参加する方から連続して参加して

いる方まで、さまざまな経験を有する方々が集い、皆さんで

学びを深めていきました。 

 

「コミュニティデザイン」をテーマに 

令和７年度も、コミュニティデザインを切り口に講座を開催

しました。第３回の講座には、コミュニティデザイナーの山崎

亮さんを講師にお呼びし、実際の地域活動の事例や、地域

活動をするときに心に留めておくべきことなどについてお話しい

ただきました。 

また、講座全体やグループワークを通して、地域活動やコ

ミュニティデザインについて実践的に学べるようにプログラムを

設計しました。 

 

地域活動の実践 

第２回から第５回までは、「スモールプロジェクト」と称し、 

‟地域の課題解決や魅力の再認識などを目的に、地域の 

マップづくりやカレンダーづくりなどのさまざまなテーマに沿った 

グループ活動“を行いました。 

グループは、久我山～浜田山の各地域に馴染みのある

方から、全く別の地域にお住まいの方まで、多様なメンバーで

構成されていました。こうしたメンバーで活動したことで、受講

生の皆さんは地域について理解をより深められたほか、その

地域を知らない方の視点から、新しい発見を得ることもでき

ました。 

 

すぎなみ大人塾 地域コース 



28 

２．実施状況  

◇講座（全７回） 時間：主に９：30～12：00   

会場：高井戸地域区民センター、浜田山会館、久我山会館 

◇学 習 支 援 者：矢野 恒（やのや主宰、まちづくりコーディネーター） 

◇学びあいの伴走人：尾関 久子、岡田 美津江 

◇サ ポ ー タ ー：令和６年度「地域コース」卒塾生・サポーター有志 

 日 内容 学習支援者 ＆ 講師 参加 

１ ７月５日（土） 「仲間づくり」のスタート 

みんなでコミュニケーション 

矢野 恒 31人 

２ ７月26日（土） チームづくり＆ 

スモールプロジェクトを計画しよう 

矢野 恒 26人 

 

３ ９月13日（土） 

 

コミュニティデザインを楽しもう 

(＊公開講座) 

山崎 亮 

（コミュニティデザイナー、 

(株)studio-L代表） 

27人 

(＊15人) 

４ ９月27日（土） スモールプロジェクトを準備しよう 矢野 恒 25人 

10月～11月上旬 スモールプロジェクトをやってみよう！ 

（チーム毎の自主活動期間） 

５ 11月15日（土） スモールプロジェクトをふり返ろう 矢野 恒 26人 

６ 12月20日（土） myプロジェクトを考えよう 矢野 恒 23人 

７ １月31日（土） myプロジェクトを発表しよう 矢野 恒 27人 

＊第３回は公開講座とし、受講生以外に参加者を募集。括弧内の人数は公開講座のみの参加者数。 

 

 

３．受講生データ（年代内訳） 

 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 合計 

２人 １人 ２人 12人 11人 ６人 ２名 36人 

 

 

４．参加前アンケート  

 

この講座に参加したいと思った理由に近いものはどれですか。（複数回答可） 

１ 「コミュニティデザイン」に興味があったから・・・・・・・・・・・・・・・ ７件 

２ 地域をもっと知りたいから・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11件 

３ 地域の中で友人や知り合いを増やしたいから・・・・・・・・・・・ 10件 

４ いろいろな人と話してみたいから・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10件 

５ 参加できる曜日・時間帯だから・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５件 
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５．講座内容の紹介 

 

 

第１回  

「仲間づくり」のスタート  

みんなでコミュニケーション 

 

日  時：令和７年７月５日（土） ９:30～12:00  

参加者：31人   

会  場：高井戸地域区民センター  

【講座内容】  

オリエンテーションとして、今年度の講座の目的・ミッション・スケジュール等について説明を行いました。多く

の受講生が初めての顔合わせです。第１回は、「コミュニケーション」をテーマに講座をスタートしました。個人

ワークとして「自己紹介カード」を作成し、カードを用いて自分を表現しながら受講者全員で交流を行いまし

た。共通のテーマを共有しながら話すことで、初対面でも多くの受講生が自己表現できている様子が伺えま

した。 

後半は、「地域に対する意識づけ」を狙いとして自分の「地域」についてグループでディスカッションを行い、

自分たちの地域の「よいところ・悪いところ」等をグループ間で共有しました。初めてのグループワークも活発に

意見交換が進み、今後が楽しくなりそうな講座になりました。 

〔記録：学習支援者 矢野 恒〕 

  

第２回  

チームづくり＆ 

スモールプロジェクトを計画しよう 

 

日  時：令和７年７月26日（土） ９:30～12:00  

参加者：26人   

会  場：高井戸地域区民センター  

  

【講座内容】  

グループ分けを事前に行い、５つのグループに分かれて講座をスタートしました。冒頭に、約４か月間に

わたるスモールプロジェクトの進め方の説明を行いました。スモールプロジェクトについては４つのプロジェクトを

用意し、デジタルルーレットを用いて各グループへ割り振りました。グループワークでは、グループ名（寿司ネ

タ）の決定、プロジェクト案のアウトプット、及びプロジェクトシートの作成を行いました。 

 また、グループ内の交流を目的として、一人ひとりの価値観を共有するためにカードゲームを行い、グループ

内のコミュニケーションを図りました。結果、スモールプロジェクトのアウトプットの方法についても意見交換が進

み、今後のグループワークがより楽しみになりました。  

〔記録：学習支援者 矢野 恒〕 

１．地域自然・文化・アート発見プロジェクト：あなごチーム  

２．地域おすすめ発見プロジェクト：えんがわチーム・きんめチーム

３．地域あるある発掘プロジェクト：かんぱちチーム  

４．井の頭沿線お土産発掘プロジェクト：〆さばチーム 
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第３回  

コミュニティデザインを楽しもう  

日  時：令和７年９月13日（土） 13:30～15:30  

参加者：27人（公開講座参加者：15名）  

会  場：高井戸地域区民センター  

ゲスト講師：山崎 亮  

【講座内容】  

 ３年越しの地域コースのテーマである「コミュニティデザイン」について、第一人者である山崎さんをお呼び

し、受講者がイメージできるように具体的な例を通じて学ぶことができました。講師のお話はとても分かりやす

く、「地域活動は一人からでも始められることや行ったり来たりの繰り返しでゆっくり進めていけば良い。そし

て、地域にはいろんな方々がいるので、自分の意見とは違う考え方をする方もいるが、まずは全てを受け入

れ、そこから一緒に考えて行くことが大切だ」というお話は、これからの活動にたくさんのヒントをいただきまし

た。そのワクワク感のまま各グループワークに入ったので、どのグループも意欲的な話し合いが行われました。 

また、同時に公開講座で参加された方々からも、とても分かりやすく元気をもらえるお話だったと大変好

評でした。 

〔記録：学びあいの伴走人 尾関久子〕 

 

 

 

第４回  

スモールプロジェクトを準備しよう  

日  時：令和７年９月27日（土） ９:30～12:00  

参加者：25人   

会  場：浜田山会館  

【講座内容】  

前回の講座の振り返りをしながら、具体的に今後の自分たちのグループのプロジェクトの進め方について

話し合いました。前回の後からグループごとにアプリ等を活用して情報交換したり、実際にグループで集まって

話し合いをしたりなど、それぞれのグループのやり方で進められていました。前回の山崎さんのお話からさまざ

まな発想も生まれてきたようで、引き続き活発な意見交換がされており、各グループそれぞれが得意分野等

も活用しながら各々ができる所でグループワークに参加しているようでした。 

今回のスモールプロジェクトは成果物が目標ではなく、その過程のグループワークをどう進めて行くか？を学

ぶ場で、それは参加者の皆さんが気付かれているようでした。それでもやはり、折角の成果物を講座内だけ

でなく、どこかで発表したいという想いも出てきたようで、大人塾まつり等で発表したいなどの発言も出ていま

した。また講座とは別に、発表前の皆さんが集まれる場を準備したところ、どのグループもそれを活用する方

向で検討されており、グループの結束が高まっているのを感じました。 

〔記録：学びあいの伴走人 尾関久子〕 
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第５回  

スモールプロジェクトをふり返ろう  

日  時：令和７年11月15日（土） ９:30～12:00  

参加者：26人   

会  場：浜田山会館  

【講座内容】  

 今回は、７月のグループ作りから始まり、9月から本格的にグループで準備を行ったスモールプロジェクトの

発表でした。各グループともにチームワークが生まれていて、講座を通して知り合いを増やす・つながりを作る

ことに成功したと思います。発表する側も聞く側も盛り上がり、一体感がありました。サポーターの皆さんの陰

の力が大きかったと思います。次回はグループが変わり自分のプロジェクトを考える時間です。どんなプロジェク

トが出てくるのか楽しみです。 

〔記録：学びあいの伴走人 岡田 美津江〕 

【各チームのスモールプロジェクト】 

あ な ご チ ー ム：久我浜の「文化、アート、自然」を推しマップで布教＜動画、地図＞ 

えんがわチーム：カルタで発信する“くがはま”の魅力＜カルタ＞ 

き ん め チ ー ム：私の推し＜動画＞ 

かんぱちチーム：神田川がつなぐものー杉並に生きる、ふたりの物語ー 

クガハマ住民の「あるある」付き！＜スライド＞ 

〆 さ ば チ ー ム：井の頭線おみやげ発見プロジェクトマップ＜スライド、地図＞ 

 

 

 

第６回  

myプロジェクトを考えよう  

日  時：令和７年12月20日（土） ９:30～12:00  

参加者：23人   

会  場：浜田山会館  

【講座内容】  

今回は11月に発表したスモールプロジェクトの体験をふまえて、myプロジェクトの作成を行いました。 

myプロジェクトに取りかかる前に学習支援者から講義があり、山崎さんの講演で学んだことを思い出し、イ

メージがわいてきたと思います。プロジェクトとなると大きなことをイメージしますが、そうでなく小さい一人の思

いから少しずつ拡がっていくこともあることを学べました。伴走人の活動報告では、身近な思いから始められる

活動があることを知ってもらえたら嬉しいです。自分が“わくわく”するのがポイントだと私は思っています。受講

生も“マスト”ではなく“わくわく”で今後も活動していける一助にこの講座がなってくれたら嬉しいです。 

グループ変更になったことへの戸惑いは見られたように感じましたが、多くの受講者と知り合いになるために

はこの変更は良かったと思います。 

〔記録：学びあいの伴走人 岡田 美津江〕 



32 

 

第７回 
 

myプロジェクトを発表しよう  

日  時：令和８年１月31日（土） 9:30～12:00  

参加者：27人  

会  場：久我山会館  

【講座内容】  

最終日、受講生の雰囲気もあたたかく和気あいあいとして会が進んでいきました。皆さんが考えてきたmy

プロジェクトシートに、受講生同士で「いいね！」「それノッた！」「ブラヴォー！」のシールを貼り、エールを送り

あいました。myプロジェクトの完成度は素晴らしく、すぐにでも進められそうなプロジェクトが多かったです。ま

るで3年間同じメンバーが受講したかのように、学習支援者の矢野さんの想いが伝わっているものでした。 

地域コースのあたたかい雰囲気が最後まで続き、無事に終えることができてよかったと思います。 

〔記録：学びあいの伴走人 岡田 美津江〕 
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第７回発表用「myプロジェクトシート」一部資料 
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６．成果 

 

スモールプロジェクトの実施 

 今年度は実際に活動をしてみることに重きを置いて講座を実施しました。地域に出て活動することは決

して簡単なことではありませんが、今回グループで取り組むことで、地域活動へのハードルが少し低くなった

のではないでしょうか。 

アンケートでは、「いろいろな方と関われて良かった」「合理性よりも、楽しい・面白いと感じることにこそ、

人を惹きつける力があることがよくわかりました」等の意見があり、地域で活動することの魅力や地域の良さ

を再確認することができた活動であったと同時に、さまざまな立場の人と一緒に活動することの難しさを実

感として学べる機会になったのではないかと考えます。 

 

 

コミュニティデザインへの理解 

最終アンケートに回答した19人のうち、「コミュニティデザイン」への理解が「深まった」と答えた方が15

人、「やや深まった」と答えた方が4人でした。学習支援者からの地域での活動事例紹介や、コミュニティデ

ザインの第一人者である山崎さんからのご講演により、コミュニティデザインへの理解がさらに深まったように

感じました。 

また、実際に地域での活動を経験したことで、矢野さんや山崎さんが講座内で伝えていた理念やポイン

トを、自らの体験として理解することができたのではないでしょうか。 

 

 

自分がやりたいことを形に 

スモールプロジェクトが終わったあとは、「myプロジェクト」と称して、これから自分が地域でどんな活動を

してみたいかを考えていきました。受講生それぞれが日々の地域との関わり方を振り返り、その延長線でで

きることや、地域の人との関わりを深めるための行動変容など、多種多様なアイデアが出されました。スモー

ルプロジェクトを通して体験したモノゴトを身近にしたい、そのためにまずは自分ができることから続けていき

たい、というような前向きな声がたくさんあがりました。 

 

 

学びあいの伴走人・サポーターのフォロー 

「学びあいの伴走人」には、昨年度に引き続き、講座の企画を学習支援者とともに検討しながら、学び

を見守り支える役割を担っていただきました。 

また今年度は、地域コースを昨年受講した方を中心に、各グループのサポーターとして参加していただき

ました。講座外でのグループ活動にも同行し、受講生に寄り添いながら学びを支えていただきました。 

学習支援者の存在に加え、学びあいの伴走人やサポーターのおかげで受講生が安心して学べる環境

を整えることができたと考えます。 
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７．課題と今後の取組 

 

  スモールプロジェクトの進捗のばらつき 

今年度の講座の中心であったグループごとのスモールプロジェクト実施について、メンバー出席率によっ

て、グループ活動の進捗に差が出てしまうことがありました。また、任意ではありましたが、講座外での活動

も必要となる講座設計であったため、さらにグループの活動の充実度に差が出てしまったのかもしれませ

ん。 

今後は、出席状況に左右されにくい活動や、メンバー間で情報共有がしやすい仕組みを整えることで、

グループ全体の進めやすさを向上させる工夫を検討していきます。 

 

 

  myプロジェクトを考えた後は 

最終回は、受講生自身の考えたmyプロジェクトを発表し、終了しました。この後、受講生の皆さんが

実際にmyプロジェクトに取り組むかどうかは、それぞれの判断に委ねられています。最終アンケートでは、

「実際に行動を起こすことができるかな？と不安ですが、考えていきたいと思います！」という今後の活動に

対する前向きな思いと共に不安の声もありました。 

こうした結果から、活動に踏み出すための伴走支援や学び続けられる環境づくりが今後も必要だと考え

ます。講座後の活動のサポート等、社会教育センターとしてできることを引き続き検討していきます。 
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学習支援者から受講修了生へ 

メッセージ 

          

                 

                            

                             

 学習支援者 

矢野 恒 

（やのや主宰、まちづくりコーディネーター） 

 

すぎなみ大人塾地域コースを受講された皆さま、長期に渡り足をお運びいただきありがとうございました。 

本講座は、今年度のテーマのである「コミュニティデザイン実践編」にあたり2つのミッション「スモールプロジェ

クト」、「myプロジェクト」を経験していただきました。皆さま、真剣に取り組んでいただき、私どもが想定したよ

りもはるかに素敵なプロジェクトの仕上がりでした。 

 

このスモールプロジェクトの狙いは結果ではなく、グループとして１つのものを作り上げていく過程を経験して

いただくことで、知らず知らずのうちに身に付くことを考えて設計をしました。カードゲームではその人が持つ価

値観を共有し、色々な意見がある中でゴールに向かって１つにまとめ上げていく。そして、グループで楽しみな

がらプロジェクトを作り上げていくことで結束が高まり、これらを経験することで、今後、コミュニティデザインを考

える上で大切なスキルが身についているかと思います。 

 

人々が「ポジティブな気持ち」で行動したり参加したりする場や機会をつくり出し、そこで生まれる共感を 

通して人々が行動を起こすことで、社会課題が解決されていく『共感によって解決する道』 

 

このアクションこそが、コミュニティデザインによる地域活動です。皆さまの地域活動を期待しております。 
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学びあいの伴走人としての振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年は地域コースの最終年度ということで、ある意味区切りの年でした。昨年度の受講生からサポーター

を募り一緒に講座を開催してきました。私自身も受講生から講座を開催する側になって気づいたことや新し

い受講生との出逢いでまた新たな発見や繋がりが生まれる楽しさを共感できた 3 年間でした。もしかしたら

私が一番、多くのことを学ばせていただいたかも知れません。頭では分かっていても実際の現場は予定通りに

は動かない。正にそれを楽しめるかどうかが地域づくりなのかも知れないと思います。1 年目のスタートもハプ

ニングからの始まりでしたから（笑） 

今回は設定されたグループで与えられたテーマを選び、みんなで協力しながら形を作っていく作業は、とて

も大変だったと思います。最初はギクシャクしていたかも知れませんが、成果発表はどのグループも素晴らし 

かったです。成果物もそうですがその過程のそれぞれの葛藤？が大きな学びだったのでは無いでしょうか？ 

そして最終回の my プロジェクトの発表もどれも素敵な企画でそれぞれが自分にできる事を考える場になっ

たと思います。参加して良かったという声がとても嬉しかったです。 

受講生と一緒に作り上げるのが、地域コースの良さかな？と思いました。3 年間一緒に関わってくださった

学習支援者と学びあいの伴走人には深く感謝です。今後は、自分の地域でこの学びを活かしていけたらと

思っています。本当に皆さま、ありがとうございました。                       尾関 久子 

くがはまコース（久我山～浜田山コースの愛称）の 3 年目、不安と期待でスタートしました。3 年目

は、my プロジェクトを考え、そこまでのプロセスを大切にしたいという思いで、取り組んでまいりました。学習

支援者、学びあいの伴走人の思いが自然と受講生に伝わり、皆さんが口々に「ここまでのプロセスが大切な

んだよ」と話しているのを聞き、私たちの思いを理解してサポートに入っていただいたサポーターの皆さんに感

謝しかありません。 

経験豊富な受講生とサポーターのおかげで 3 年間の集大成の 1 年が無事に終えることができたと思い

ます。この 3 年間は長いようであっという間でした。この機会を作っていただいた皆さんに感謝し、今後は自

分で楽しめる活動を行っていけたらと思っています。 

3 年間ありがとうございました。                                  岡田 美津江 
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００１｜ 

地域の知り合いや仲間を増やしたいと考えるように

なったこと。 

 

００２｜ 

人と関わる難しさを実感。多様な意見の尊重とは

言いっぱなし、責任なしというように感じるし、深く関

われば人格に対する越権とも思えるのでとても難し

いと感じる。 

 

００３｜ 

ちょっとした行動で大きな変化に繋がっていく可能性

があることを学びました。信頼できる人との繋がりを

作るべく、共感力を大事にしながら今後も地域活動

を続けていきたい、と思います。 

             

００４｜ 

些細なことから始める勇気をもらった。 

             

００５｜ 

気持ちがさらにオープンになったと思う。 

 

 

 

 

 

００１｜ 

家の周りだけでなく少し範囲を広げたコミュニティに 

もっと関心を持ち、人と繋がっていきたいと思った。 

 

００２｜ 

様々な立場、年齢、経歴の人が同じ条件でフラット

に参加するという大人塾の仕組みはとてもいい。 

 

００３｜ 

転居したてでも、地域のつながりに加わることができ

ると、自信になった。 

 

００４｜ 

今回参加させていただいて感じたことは、都会のコ 

ミュニティはとてもスマートだけれど、希薄な関係の上

に成り立っているということを実感した。スマートさに

暖かさを加えるとしたら、ラジオ体操といった肩肘張ら

ない自然活動が評価されていて、なるほどと思った。 

 

００５｜ 

同じ目的に対してグループ活動を行い、見知らぬ

方々とチームを立ち上げて行くことは面白いと思いま

す。 

 

００６｜ 

今後地域のイベントなどに積極的に関わっていきた

いと思います。また、今回知り合えた方々との繋がり

を継続できると良いと思います。 

 

  

受講生の声 

この講座を受講する前と後で、「仲間づくり」

「人とのつながり」「地域でこれからやってみた

いこと」などについて、気持ちや考え方に変化

がありましたか？具体的な変化を教えてくだ

さい。 

講座全体を通した感想を自由にお書きくだ

さい。 
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